
指導方針の柱 『自主性』の発芽『習慣化』への道筋 

 

上の図は、我々が、学習指導の柱に据えている『自主性』を引き出すためのステップを簡単な図式にしたもので

す。 

ステップの進み具合や順序には、それぞれの箇所で個人差がでます。 

大人の目線で見ると、こんなところでどうして！？というところで、時には、つまずいていたり、偏見によって

前に進めなくなっているときがあります。その原因を丁寧に取り除き、『自主性』を身につけてもらうように持

っていくのが、我々の仕事です。 

そこから、「やれば、案外できる！」というところへ結び付け、徐々に自信を持ってもらいます。 

そして、成果を目で見て実感できるようになれば、苦手だった科目が、気づけば得意科目へと変貌していきます。 

《一般的な学習塾との相違点》 

多くの学習塾は、多人数を一度の授業に入れますので、どうしても、教材の質と問題を解く量（宿題も含め）を

よりどころにしなくてはなりません。したがって、子供たちが追い込まれるケースも少なくありません。 

そこでは、競争心と前向きな精神が必要とされ、そこから、はじかれてしまった子供たちは、学習塾に通いなが

らも、成績が降下してしまったり、勉強が嫌いになってしまったりしてしまいます。 

しかし、Ｓｉｄｅ Ｇａｔｅは、その先を見て指導します。社会に出てから必要になってくる『自主性』を引き

出すことによって、やらされるのではなく、自分からトライしていく力を育みます。 

単に成績を上げていくことだけを目的とせず、自らの力で人生を切り開いていける人材になってもらえるための

礎になる教育をマンツーマンでとり行ってまいりたいと思います。 
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1. カウンセリングを元に丌得意科目の抽出 

2. 丌得意科目を得意科目に変えていく指導 

3. 丌得意な科目もやればできるという実感を持って頂く。 

4. 自分から机に向かう素養を養います。 

1. 自主性がある程度習得される。 

2. どうやれば、できるのか理解してもらう。（方法論） 

3. 実際に目に見えてできるようになる。 

4. 自然にコツコツ机に向かうようになる。 

5. 目標に向かう。 


